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背 景

木材乾燥機から排出される蒸気

精油

芳香蒸留水

(Floral Water)
排出蒸気を冷却

精油回収装置
精油生産事業
を開始

本課題：FWの有用性の一つとして抗かび活性を検証

本研究所は木材乾燥時の排出蒸気を冷却して精油を回収す
る技術を開発し、事業化した。これにより精油回収と同時
に多量な芳香蒸留水（FW）が得られている。FWには僅かな
がらテルペンアルコール類が含まれるため、FWの有効利用
が期待される。
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本発表の内容

FWに含まれるテルペン類の抗かび活性評価

FWから抽出した試験液の抗かび活性測定

・最小発育阻止濃度試験

・ペーパーディスク法による阻止円の測定

（揮発成分の評価）

FW抽出物の揮発成分分析

FW抽出成分の抗かび効果について

課題

実験

(方法/結果)

まとめ
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〇試験液添加培地の調製

2ml

試験液

ブロス2ml

･････8本

試験液 試験菌

wd120※_fw_ext.

wd90_fw_ext.
wd75_fw_ext.
ws_fw_ext.
α-Terpineol (市販品)

C. Sphaerospermum (NBRC:6348)
T. Rubrum (NBRC:5647)
T. Mentagrophytes (NBRC:32409)

〇供試材料

〇試験手順

1.試験液添加培地を2倍希釈系列で8段階（20～2,500µg/ml）に調製（n=3）

2. 各培地に単一胞子懸濁液（106個/ml,100µl）を添加

3. 各培地を培養（28℃、1週間）

4.菌糸が発育した濃度を目視で評価（濃度平均算出）

※wd：木材乾燥、数値は最大乾燥温度、ws：水蒸気蒸留、ext.：抽出液

最小発育阻止濃度（Minimum Inhibitor Concentration）試験

試験方法
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各試験菌におけるFW抽出物のMIC値（µg/ml、n=3、平均）

試験液
試験菌

C. sphaerospermum T. rubrum T. mentagrophytes

wd120_fw_ext. 833 261 521

wd90_fw_ext. 625 313 521

wd75_fw_ext. 417 156 313

ws_fw_ext. 156 39 104

α-Terpineol 625 625 417

FW抽出物のMIC値が低い順（抗かび活性が高い順）
ws_fw_ext.＜ wd75_fw_ext. ＜ wd90_fw_ext.、wd120_fw_ext.

セスキテルペンアルコール成分割合が大きいほどMIC値が低い
（抗かび活性が高い）

C. Sphaerospermumよりも T. rubrum、T. Mentagrophytesに活性が高い

最小発育阻止濃度（Minimum Inhibitor Concentration）試験

試験結果
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気体寄与率を算出(δ)={1-(b-20)/(a-20)}×100

a：寒天拡散法における直交する阻止円直径の平均値(mm)

b：寒天気体防止法における直交する阻止円直径の平均値(mm)

a b

ペーパーディスク法による阻止円測定（揮発成分の評価）

試験方法

寒天拡散法 寒天気体防止法

培地 5%FW抽出物添加濾紙 カバーガラス シリコンリング(φ20mm）

FW抽出成分の拡散経路

阻止円の計測 (試験液：5% ws_fw_ext. 30µl、試験菌：T. rubrumの場合)



7

各試験菌に対するFW抽出物の阻止円（寒天拡散）
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T. rubrum、T. Mentagrophytes においてFW抽出物間の阻止円の大きさが
余り変わらない傾向

液体培地（液相）によるMIC試験と異なる結果を示唆
シャーレ内で揮発した成分が影響した可能性

ペーパーディスク法による阻止円測定（揮発成分の評価）

試験結果
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各試験菌に対するFW抽出物の気体寄与率

T.rubrumおよびT. mentagrophytesに対するFW抽出物の気体寄与率は
各FW抽出物において50%弱～100%弱

抗かび活性に揮発成分が寄与

試験液
試験菌

C.sphaerospermum T. rubrum T. mentagrophytes
wd120_fw_ext. -※ 57 47
wd75_fw_ext. - 83 99
ws_fw_ext. 87 48 79

※ -：寒天拡散法における阻止円直径が20mm未満

FW抽出物間で気体寄与率が高い順
wd75_fw_ext.＞ ws_fw_ext.＞ wd120_fw_ext.

MIC試験の活性順（ws_fw_ext.＞ wd75_fw_ext.＞ wd120_fw_ext.）と相違

この相違はMIC試験における液体培地に分散したFW抽出物の成分比と
寒天拡散法における揮発成分比（又は揮発成分量）の相違による
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試験方法

FW抽出物の揮発成分分析

〇加熱脱着-GCMS分析

FW抽出物添加濾紙

サンプリングバッグ

FW抽出物添加濾紙をバッグに入れて、28℃・24時
間後に放散成分を捕集し、測定

n-alkaneによるRI作成
RI、ms類似度からライブラリ検索により決定

内部標準試料自動添加装置によりトルエンd8を内部標準
とし、トータルイオンクロマトグラム（TIC）の各ピー
ク面積と内部標準の面積の比を算出し、各FW抽出物の
放散成分の強度を比較

〇揮発成分の定性等

定性分析:

成分強度:
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FW抽出物及び放散ガスのトータルイオンクロマトグラム（TIC）

FW抽出物放散ガス

(a)wd120_fw_ext.、(b)wd75_fw_ext.、(c)ws_fw_ext.

FW抽出物

(a)

(b)

(c)

保持時間(分) 保持時間(分)

[総放散量の
相対強度]

[380]

[451]

[59]

モノテルペン
アルコール

セスキテルペン
アルコール

強度と気体寄与率は不一致
各揮発成分に活性の差あり

【昨年度の結果】

試験結果

FW抽出物の揮発成分分析

液相と気相では
成分比が異なる

(a)

(b)

(c)
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RT
(min)

成分名

放散強度比

wd75_fw_ext. ws_fw_ext.

5.73 unknown 5.1 -※2

5.99 Fenchol<endo->※1 0.6 0.1

6.14 unknown 5.4 -

6.35 Pinocarveol<t-> 6.0 0.4

6.42 Camphor/Verbenol<t-> 7.1 -

6.48 Camphene hydrate 8.7 0.3

6.60 Isoborneol 4.5 -

6.77 Borneol 1.6 0.1

6.92 Terpinen-4-ol 2.2 0.1

7.16 Terpineol<α-> 0.3 0.2

7.20 Myrtenol 2.1 0.1

7.36 Verbenone 2.1 -

8.36 Bornyl acetate 9.4 1.9

9.19 Terpinyl acetate<α-> 13.7 3.7

12.79 Murrolol<epi-α-> 2.7 6.2

12.84 Muurolol<α-> - -

12.94 Cadinol<α-> 1.8 7.0

FW抽出物の放散成分強度比（wd120_fw_ext基準）

※1：太字はFW抽出物の主要成分、※2：未検出

FW抽出物に主要なα-Terpineolなどのモノテルペンアルコール
よりもα-Cadinolなどのセスキテルペンアルコール、α Terpinyl
acetateなどのエステル類の寄与が大きいと推察

気体寄与率が小さ
い wd120_fw_ext.
よりも放散強度が
大きい成分
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まとめ：FW抽出成分の抗かび効果について

 ヒノキ芳香蒸留水（FW）抽出物は抗かび活性を有する
（MIC値：C.sphaerospermumに対して156～823µg/ml、
T.rubrum、T. mentagrophytesに対して39～521µg/ml ）

 セスキテルペンアルコールの成分割合が大きいFWの方
が抗かび活性が高い

 寒天培地において、揮発成分の抗かび活性への寄与が
大きい

 揮発成分量が少ないα-Cadinolなどのセスキテルペンア
ルコールやα Terpinyl acetateなどのエステル類の寄与が
大きい


